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 債務超過の猶予期間入りに関するお知らせ 

 

  当社は本日、有価証券報告書を提出し、平成 24 年３月期において債務超過の状況に陥ったことか

ら、本日の株式会社名古屋証券取引所発表のとおり、「株式上場廃止基準」第２条の２第１項第４号

（債務超過）に該当するため、猶予期間入りいたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．対象となる法定開示書類 

  有価証券報告書（自 平成 23 年４月１日 至 平成 24 年３月 31 日） 

 

２．債務超過に至った経緯 

  当社グループは、ここ数年の当期純損失の計上に加え、今期は主力事業であるモバイルコンテン

ツのプロデュース事業において収益性の低下したモバイルコンテンツの統廃合を行い、スマートフ

ォン市場へ向けた新規コンテンツの開発を行ってまいりましたが、損失を補うまでの収益の確保が

できませんでした。また、海外におけるセールスプロデュース事業の立ち上げ遅延などにより、大

幅な減収となりました。一方、原価及び固定費の削減を行いましたが、その支出を賄う売上総利益

額が確保できなかったため、当社グループは平成 24 年３月期連結業績において当期純損失 55,971

千円を計上することとなり、平成 24 年３月期末において純資産が△42,315 千円の債務超過となって

おります。 

 

３．連結財政状態について 

  株式会社名古屋証券取引所の「株券上場廃止基準」第２条の２第１項第４号（債務超過）の規定

する「純資産の額」とは、「純資産の部の合計額＋特別法上の準備金等－（新株予約権＋少数株主部

分）」であります。これに基づく当社の連結会計年度（平成 24 年３月期）の純資産は△42,315 千円

であります。したがいまして、△42,315 千円の債務超過となっております。 

 

４．猶予期間 

  平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日 

 

 



５．今後の見通し 

  当社グループは債務超過を解消するため、次の施策を実施してまいります。 

モバイルコンテンツのプロデュース事業については、収益性の低いモバイルサイトの更なる統廃

合を行いながら、新規モバイルサイトへ資本等を注入し収益性の高いサイトの確立を目指すなど、

さらなる事業強化による収益力の向上を目指します。また、海外におけるセールスプロデュース事

業については、中国での時計及びブランド品等の販売及び貿易事業において継続的な売上確保を図

ってまいります。 

  また、増資等の資本政策による経営及び財務基盤の強化についても検討し、連結純資産の改善を

図ることにより、より早い段階での債務超過解消に努めてまいります。 

 

以  上 


